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なぜ、人材育成なのか



継続性
システムとして考える
＝Quality Managemant System

QMS＝品質に関する領域〔品質方針・品質目標・達成プ
ロセスを確立するための、相互に関連・作用する組織〕
の一連のシステム

QMSとは・・・・



ドナベディアン・モデル



QMS介入のステップ



科学的であることの基本構造



成果物 Structure & Process



Agile（アジャイル）型の仕事

ソフトウェア開発では、Scope：何をつくるか？ Time：どれだけの時間をかける
か？ Cost：どれだけのカネをかけるか？の3つの要素が重要で、従来型の
WaterfallではScope を固定して、TimeとCostを考える。

つまり、何をつくるかを決めてそこにかける時間とカネを準備するが、Agile では
TimeとCostを固定する。つまり、時間とカネを最初に決めてつくるものを決める
という考え方である。これを短いサイクルで何度も行い目的に合わせてゆくとい
う手法である。

Water Fall Agile



行動変容 守破離モデル

“ひと”が変われば、
“組織”が変わる！

大切なのは“ヤル気”



質介入のターゲットと効果



今回の老健事業 まとめ

今後の課題（今回の老健事業での積み残し課題）

組織内外への展開・浸透

介護教育分野との連携

QMS 介入で、基本的なカタチはできた。


